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(54)【発明の名称】 液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  微少面積の輝度信号や輝度分布に対応して精
度良く、映像信号のコントラストや輝度及び複数のバッ
クライトの輝度を個別に独立して制御することができ、
映像のダイナミックレンジ拡大と消費電力削減が実現で
きる液晶表示装置を提供する。
【解決手段】  輝度分布フィルタ７Ａ,７Ｂは、２個の
バックライト６Ａ,６Ｂに対応するためのものである。
輝度分布抽出回路８Ａ,８Ｂは、入力映像信号の１フィ
ールド又は１フレームの各輝度レベル毎の面積占有率を
求めて、制御回路９へ供給している。制御回路９は、こ
の各輝度レベル毎の面積占有率から、画質制御量計算を
行い画質制御回路３におけるコントラストや輝度を制御
すると共に、同時に連動してバックライト６Ａ及び６Ｂ
の輝度制御動作も行っている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】複数のバックライトを配置した液晶表示装
置において、
前記複数のバックライトの輝度分布に対応した複数の輝
度分布フィルタと、
前記複数の輝度分布フィルタを介して入力する入力映像
信号の各輝度レベル毎の面積占有率を求める複数の輝度
分布抽出回路と、
前記複数の輝度分布抽出回路の出力信号である映像信号
の各輝度レベル毎の面積占有率を入力し、画質制御量計
算を行い、コントラスト補正量や輝度制御量及び前記複
数のバックライトの輝度制御量を求める制御回路と、
前記バックライトの輝度制御量に基づき、前記複数のバ
ックライトの輝度を制御する複数のインバータと、
前記コントラスト補正量や輝度制御量に基づき、前記入
力映像信号にコントラスト制御及び輝度制御等の画質制
御をした映像出力信号を得る画質制御回路とを備えたこ
とを特徴とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、液晶表示装置に係
わるものであり、特に映像信号の輝度レベルに応じて映
像のコントラストや輝度及びバックライトの輝度を制御
する液晶表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、液晶表示装置が、その省スペース
性等の特徴により、ＣＲＴ(Cathode Ray Tube)に代わ
り、ディスプレイ装置として多用されるようになってき
た。しかし、液晶表示装置は、最大輝度やコントラスト
比等の性能面で未だＣＲＴに及ばず、改善が続けられて
いる。例えば、「日経エレクトロニクス」１９９９年１
１月１５日号,no.757,pp.139-146に記載の「光源の輝度
を制御し、液晶パネルを高画質に」がある。以下、この
従来例につき、簡単に説明する。
【０００３】図６は従来例の液晶表示装置を示すブロッ
ク図である。図６において、入力映像信号は、入力端子
１より入力し、輝度検知回路２及び画質制御回路３へ供
給されている。輝度検知回路２は、入力映像信号の１フ
ィールド又は１フレームの画面毎の、輝度の最大値,最
小値,平均値を求め、制御回路４へ供給している。制御
回路４は、マイコン等で構成され、この輝度の最大値,
最小値,平均値の３個のパラメーターから、画質制御量
計算を行い画質制御回路３におけるコントラスト及び輝
度等の画質制御をすると共に、同時にバックライト６の
輝度制御動作も行っている。バックライトの輝度制御動
作は、前記の画質制御量計算に対応して、バックライト
の輝度制御量を求め、インバータ５を介してバックライ
ト６の輝度を制御している。要するに、映像信号のコン
トラストや輝度の制御と連動して、バックライトの輝度
を制御する事により、「黒浮き」等の問題を解決して高
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画質を実現し、消費電力も削減するというものである。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】前記説明した従来例に
おいては、映像信号の輝度検出が1フィールド又は１フ
レーム内での最大値、最小値、平均値のみであるので、
微少面積でも、白又は黒、或いは白黒両方の映像信号が
入っていると、面積や場所に関係なく認識し、誤補正す
る可能性や、平均値のみに判断が委ねられるようなケー
スがあり、微少面積の輝度信号の影響により、精度の良
い制御ができないという問題点かあった。本発明は、前
記課題を解決するためになされたものであり、映像信号
を複数のバックライトの輝度分布フィルタを通過させ、
1フィールド又は１フレーム内での各輝度レベル毎の面
積占有率に応じて制御することにより、微少面積の輝度
信号や輝度分布に対応して精度良く、映像信号のコント
ラストや輝度及び複数のバックライトの輝度を個別に独
立して制御することができ、映像のダイナミックレンジ
拡大と消費電力削減が実現できる液晶表示装置を提供す
ることを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】以上の目的を達成するた
めに、複数のバックライトを配置した液晶表示装置にお
いて、前記複数のバックライトの輝度分布に対応した複
数の輝度分布フィルタと、前記複数の輝度分布フィルタ
を介して入力する入力映像信号の各輝度レベル毎の面積
占有率を求める複数の輝度分布抽出回路と、前記複数の
輝度分布抽出回路の出力信号である映像信号の各輝度レ
ベル毎の面積占有率を入力し、画質制御量計算を行い、
コントラスト補正量や輝度制御量及び前記複数のバック
ライトの輝度制御量を求める制御回路と、前記バックラ
イトの輝度制御量に基づき、前記複数のバックライトの
輝度を制御する複数のインバータと、前記コントラスト
補正量や輝度制御量に基づき、前記入力映像信号にコン
トラスト制御及び輝度制御等の画質制御をした映像出力
信号を得る画質制御回路とを備えたことを特徴とする液
晶表示装置を提供するものである。
【０００６】
【発明の実施の形態】図２は複数のバックライトの配置
を示す図である。図２において、液晶パネルの上側にバ
ックライト６Ａが、下側にバックライト６Ｂが配置され
ている。本発明は、この様に複数のバックライトが配置
された実施例について説明する。図１は本発明の実施例
を示すブロック図である。図１において、入力映像信号
は、入力端子１より入力し、輝度分布フィルタ７Ａ,輝
度分布フィルタ７Ｂ及び画質制御回路３へ供給されてい
る。輝度分布フィルタ７Ａ,輝度分布フィルタ７Ｂは、
図２における２個のバックライト６Ａ及び６Ｂに対応す
るためのものである。
【０００７】図３は輝度分布フィルタの特性を示す図で
ある。図３において、横軸は図２における液晶パネル上
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の垂直位置を表し、左が上側、右が下側である。縦軸は
補正係数である。図中、Ａはバックライト６Ａに対応す
る輝度分布フィルタ７Ａの特性、Ｂはバックライト６Ｂ
に対応する輝度分布フィルタ７Ｂの特性である。
【０００８】図１において、輝度分布フィルタ７Ａの出
力信号、即ちバックライト６Ａの輝度分布に対応した映
像信号は、輝度分布抽出回路８Ａへ供給されている。輝
度分布抽出回路８Ａは、入力映像信号の１フィールド又
は１フレームの各輝度レベル毎の輝度分布、即ち各輝度
レベル毎の面積占有率を求めて、制御回路９へ供給して
いる。同様に、輝度分布フィルタ７Ｂの出力信号、即ち
バックライト６Ｂの輝度分布に対応した映像信号は、輝
度分布抽出回路８Ｂへ供給されている。輝度分布抽出回
路８Ｂは、入力映像信号の１フィールド又は１フレーム
の各輝度レベル毎の輝度分布、即ち各輝度レベル毎の面
積占有率を求めて、制御回路９へ供給している。輝度レ
ベルは、要求性能に応じて輝度レベルの高いＳ１から低
いＳｎまでのｎ段階に分けている。
【０００９】制御回路９は、マイコン等で構成され、こ
の各輝度レベル毎の面積占有率から、画質制御量計算を
行い画質制御回路３におけるコントラスト及び輝度を制
御すると共に、同時にバックライト６Ａ及び６Ｂの輝度
制御動作も行っている。バックライトの輝度制御動作
は、前記の画質制御量計算に対応して、各々のバックラ
イトの輝度制御量を求め、インバータ５Ａ,５Ｂを介し
てバックライト６Ａ,６Ｂの輝度を独立に制御してい
る。要するに、映像信号のコントラストや輝度の制御と
連動して、バックライト６Ａ,６Ｂの輝度を制御するこ
とにより、従来例と同様に、「黒浮き」等の問題を解決
して高画質を実現し、消費電力も削減している。
【００１０】以下、本発明の特徴である制御回路９にお
ける各輝度レベル毎の面積占有率によるバックライト輝
度制御について説明する。図４は本発明のバックライト
輝度制御特性を示す図である。図４において、横軸は各
輝度レベル毎の面積占有率(％)を表し、縦軸はバックラ
イト輝度(％)を表している。最上位の輝度レベルである
Ｓ１では、１フィールド又は１フレーム内の面積占有率
が少なくなってきてから、バックライト輝度を減少させ
る方向で、制御をスタートし、１フィールド又は１フレ
ーム内の面積占有率に応じて、バックライト輝度を可変
させる。ある一定の微少面積以下になると次の輝度レベ
ルへ移行し、そこで、再び１フィールド又は１フレーム
内の面積占有率に応じて、バックライト輝度を制御し、
ある一定の微少面積以下になると次の低い輝度レベルへ
と移行し、全ての輝度レベルに対しての制御を完了す
る。ここで、輝度分布フィルタを通っているために、各
々のバックライトを輝度分布に対応して個別に独立して
制御できることが特徴である。
【００１１】以下、本発明の特徴である制御回路９にお*
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*ける各輝度レベル毎の面積占有率によるコントラスト制
御について説明する。図５は本発明のコントラスト制御
特性を示す図である。図５において、横軸は各輝度レベ
ル毎の面積占有率(％)を表し、縦軸はコントラスト補正
量(％)を表している。最上位の輝度レベルであるＳ１で
は、あまりコントラスト補正は行わず、図４のバックラ
イト輝度制御と連動して、バックライト輝度を下げた輝
度レベルほど、コントラスト補正量を増加させる様に制
御し、見かけ上のコントラストを維持することにより、
暗いシーンでの液晶表示装置特有の黒浮きを抑え、映像
のダイナミックレンジを拡大している。このコントラス
ト制御と、バックライト輝度制御は、１フィールド又は
１フレーム周期で同期して行われる。
【００１２】なお、以上説明では、制御回路９における
コントラスト制御についてのみ説明したが、同時に制御
回路９は画質制御回路３における輝度制御も行っている
が、その動作はコントラスト制御と似た点もあるので、
詳細な説明は省略する。又、本実施例では、バックライ
トが２個の場合について説明したが、３個以上の複数の
場合にも、同様に輝度分布フィルタ及び輝度分布抽出回
路を追加すれば良いことは勿論である。
【００１３】
【発明の効果】本発明の液晶表示装置は、映像信号を複
数のバックライトの輝度分布フィルタを通過させ、1フ
ィールド又は１フレーム内での各輝度レベル毎の面積占
有率に応じて制御することにより、微少面積の輝度信号
や輝度分布に対応して精度良く、映像信号のコントラス
トや輝度及び複数のバックライトの輝度を個別に独立し
て制御することができ、映像のダイナミックレンジ拡大
と消費電力削減が実現できるという極めて優れた効果が
ある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例を示すブロック図である。
【図２】複数のバックライトの配置を示す図である。
【図３】輝度分布フィルタの特性を示す図である。
【図４】本発明のバックライト輝度制御特性を示す図で
ある。
【図５】本発明のコントラスト制御特性を示す図であ
る。
【図６】従来例の液晶表示装置を示すブロック図であ
る。
【符号の説明】
１  入力端子
３  画質制御回路
５Ａ,５Ｂ  インバータ
６Ａ,６Ｂ  バックライト
７Ａ,７Ｂ  輝度分布フィルタ
８Ａ,８Ｂ  輝度分布抽出回路
９  制御回路
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